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暮
秋
の
候
、 

本
年
度
も
一
宮
支
部
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　

第
六
十
四
回
展
も
成
功
裡
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

そ
れ
も
偏
に
先
生
方
の
多
大
な
御
尽
力
と
御
協
力
の

御
蔭
と
先
ず
を
以
て
、 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

本
部
か
ら
は
、 

昨
年
同
様
、 

理
事
長
の
関
根
玉
振
先

生
、 

副
理
事
長
の
伊
藤
仙
游
先
生
、 

同
岡
野
楠
亭
先
生
、 

同
松
下
英
風
先
生
、 

事
務
局
長
の
大
池
青
岑
先
生
の
賛
助

出
品
を
賜
り
、 

支
部
の
先
生
方
か
ら
は
、 

一
九
七
名
の
多

数
の
御
出
品
、 

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
は
、 

団
体
と
し
て
三
団

体
、 

個
人
で
は
六
名
の
御
出
品
を
頂
き
ま
し
た
。 

　

周
知
の
通
り
、 

支
部
展
は
地
元
の
最
大
の
書
道
展
で
御

来
観
も
多
い
で
す
。 

一
般
の
方
々
に
も
今
迄
以
上
に
御
興

味
を
持
っ
て
御
鑑
賞
頂
け
る
よ
う
、 

支
部
長
の
御
提
案
が

あ
り
、 

本
年
度
よ
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
新
企
画
が
加

わ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

第
一
回
目
は
歴
代
の
支
部
長

(

相
談
役

)

の
亀
山
雪
峰
先
生
が
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

　

美
し
い
作
品
の
書
き
方
の
全
体
的
必
要
条
件
と
し
て
、 

線
の
太
い
細
い
の
変
化
。 

墨
の
潤
渇
の
変
化
。 

字
の
大
小

の
変
化
。 

こ
の
三
つ
の
変
化
に
加
え
更
に
落
款
を
含
め
た

全
体
の
余
白
の
美
し
さ
の
工
夫
で
、 

立
体
的
な
い
い
作
品

が
出
来
る
。 

又
、 

文
字
学
に
於
い
て
、 

先
生
御
自
身
の
作

品
か
ら 

「
龝
・
あ
き
」 

の
字
を
例
に
さ
れ
、 

字
源
の
説
明
、 

そ
の
流
れ
か
ら
長
文
制
作
の
際
、 

同
じ
字
が
重
な
っ
た
場

合
は
異
字
体
を
使
用
し
て
変
化
を
つ
け
る
等
、 

こ
の
書
面

で
書
き
き
れ
な
い
程
の
豊
富
な
制
作
の
方
法
を
、 

と
て
も

判
り
易
く
御
教
示
賜
り
ま
し
た
。 

　

本
年
度
は
新
元
号
と
な
り
、 

又
六
十
五
回
展
の
節
目
の

年
で
す
。 

相
変
わ
り
ま
せ
ず
多
数
の
御
出
品
並
び
に
御
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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